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図 1 調査地点 (小文字ゴシックが調査地点)
徳島 ･吉野川流域におけるアクセントの現在
調査地 話者名 年齢 本人の 母の 父の
言語形成地 言語形成地 言語形成地
1 松茂町 MTM 82 松茂町 川内町 松茂町
2 松茂町 ∈ NTM ∈47 松茂町 北島町 松茂町
3 松茂町 KBM 34 松茂町 鳴門市 松茂町
4 松茂町 TTM 19 松茂町 松茂町 鳴門市
5 国府町 KSF 81 国府町 国府町 国府町
6 国府町 ETF 62 国府町 国府町 国府町
7 国府町 TsF 55 j 石井 上板町 石井町
8 国府町 AOF 43 国府町 国府町 石井田丁
9 国府町 NOF 巨48 国府町 阿波町 石井町
10 国府町 ATM 37 国府町 [ 国府町 国府町
ll 北島町 MSF 28 国府町 藍住町 川内町
12 北島町 YNM 87 北島町 北島町 北島町
13 北島町 EMF 65 北島町 ∈ 神山町 神山町
14 北島町 TーM 57 北島町 北島町 北島町
15 北島町 SMM 40 北島町 応神町 北島町
16 藍住町 l川 80 藍住町 鳴門市 藍住町
17 藍住町 KKM 55 藍住町 鳴門市 藍住町
18 藍住町 FIM 47 藍住町 貞光町 藍住町
19 藍住町 Tim 15 藍住町 書
20 上板町 K†M ≦83 上板町 上板町 上板町
21 上板町 j uTM 70 上板町 主義町 上
-N21 上板町 YSM 69 上板町 上板町 . 板野町
23 上板町 1TM 41 上板町 上板町 上板町
24 上板町 EIF 18 【 上板町 書 上板町 上板町
25 吉野町 FAF 68 吉野町 吉野町 吉野町
26 吉野町 YOM 65 吉野田丁 吉野町 吉野町
27 吉野町 MMF 23 吉野町 吉野町 吉野町
28 吉野町 YAM 48 吉野町 吉野町 吉野町
2T6-■ 土成町 TlM 74 土成町 市場町 土成町
30 土成町 HNM 【65 土成町 市場町 市場町
31 土成町 ノ HMM 47 土成町 市場面■lMmu 土成町
32 土成町 TYW 24 土成町 主鹿町 河内村
33 市場町 紘BM 72 ¶ 議場町 市場町 市場町
34 市場町 TOM 58 市場町 喜 市場町 市場町
35 市場町 MIM 45 市場町 【 市場町
36 市場町 MMM 23 市場町 市場町 阿波町
37 阿波町 YBM 臣72 阿波町 阿波町 ∈ 阿波町
38 阿波町 KN闘 63 阿波町 阿波町 阿波町
39 阿波町 JNF 38 阿波町 阿波町 山川町
40 阿波町 EHF 23 ～ 阿波町 市場町 阿波町
41 穴吹附 TKM 78 穴吹町 穴吹町 ∃ 穴吹町
42 穴吹町 KNM 62 穴吹町 穴吹耶 穴吹貯
63
64
調査地 話者名 年齢 本人の 母の 父の
言語形成地 言語形成地 言語形成地43~元吹町 MOP 49 穴吹耶 東京 横浜4穴吹耶 TIF25穴吹町 貞光町 穴吹耶4m5脇町江原SKM89脇町江原 脇町 脇町46脇町江原KM61脇町江原 阿波町 脇町脇47脇町江原AKM38 脇町江原 美馬町 脇町48脇原YKF10 脇町江原 脇町岩倉 脇町江原9町脇M78 脇町脇 河島町 池田町50 EGF0 月哀痛 脇 脇町江原 脇町脇1∃脇町MK41 脇町脇 脇町脇 脇町脇52t5 脇町脇 脇町脇 脇町脇3脇町岩倉MN79脇町岩倉 脇町岩倉 脇町岩倉1汀 L62脇町岩倉 脇町岩倉 脇町岩倉5脇町岩倉TNF57脇町岩倉 脇町岩倉 】56脇町岩倉MSW26脇町岩倉 脇町 脇町57美馬町郡里KUF74美馬町郡里 三野町 ∃美馬町郡里58美馬町郡里STF43 美馬町郡里 美馬町 ∃ 美馬町59美馬町郡里SKF23 美馬町都農 美馬町郡里 徳島市16ー美馬町郡里SAM70美馬町重清 美馬町重清61美馬町重清CMF60美馬町重清 美馬町 美馬町62美馬町重清SKM60 美馬町重清 美馬町重清 美馬町重清63美馬町重清KSM43 美馬町重清 美馬町 美馬町64美馬町重清iYFM 21 美馬町重清 美馬町重清 貞光町65三野町 CーM 64 三野町 三野町 三野町6三野町 NlOF 48 三野町 中国 三野町67三野町 SHH 43 三野町 三野町 三野町68三野町 HO… 26 三野町 井川町 三野町
69 三好町 YON ト80 三好町 三加茂町 三好町
70 三好田丁 SMF 62 三好町 三好町 三好町
71 三好田丁 MSM 37 三好町 三好町 三好町
7 2 三好町 KMF 23 三好町 三野町 三好町
73 池田町 SNM 80 池田町 池田町 池田町
74 池田町 MNF 58 池田町 池田町 池田町
75 池田町 TTM 31 池田町 池田町 池田町














































































































文 HL使用音数 1-3 4-8 ll-13 25-32
調査語【 犬 .士/負 .山.顔.寡 .】 熊/鬼/網 月/花 [31]/波中 坂 午 .堤/餐 塩 耳竿 糠 餐
名詞早独 晶 L使用者数 2-3 4-9 ll-13 25.32
調査語 犬 .負/rlJ 土 .炭 .家 .餐 .塩/坂 .辛 .翠 .岸/糠 午/髪 腕 足 鍵/垢肝 熊/鬼 .網/綿 刀/花 .波
(表中の/は､使用数の区切りを表す)
TiLの使用 文中-単独 文中<単独 文中>単独
























89-807 7 萎求■i +iド I I∴ ∴+f∴ I濾:&:I A:(､.:f★★f★★l** f**★★一女☆★★f**★★
69-60 鞍､工 +∴ ∴ ★★ ★★ ★☆/★ ★★ 濠 ;妾
59-50 S葉巻古妻 茸章¥!＼ ★★ ★★ ★★ ★★
49-40 迩Hjetこ史注 ､lヨ≦℃__＼ ∴ :tb; Ik'* ★★ ★★藻豪:I★★ ★★ ★★ ★★
39-30 ++ ★★ ★亙 ★★
29-20 ※1治 ○○※ + +◎○ ★★
19-10 壷言古 _:**★★ ★★
池 美 美 脂 脇 脇 穴 阿 市 土 * 上 A 舵 国 紘
′田 好 野 馬 局 町 町 町 吹 演 場 成 ⊂コ節 板 Jn住 良 府 茂
HHの数 HLの敢
闘 文中,名詞単独 ともに20以上 左 名詞単独の読上げ 右.文の名詞部分
監…ヨ 文中 20以上瑠 詞単独 10-19 ☆ 25-28 ☆ 25-28
匹≡ヨ 文中璃 詞単独 ともに 10-19 ⑳ 13-24 ⑳ 13-24
m 文中】名詞単独 ともに5-9 ◎5-9 ◎5-8
E = ] 文中瑠 詞単独 どちらか 0 1-4 0 卜 4
あるいは両方で4未満の使用あり








































































LL-L(H) HL-L LトL 他 LL-L(H) HLIJ LH-L
海が (見える) 1 6 28 1 20 1 18
息を (する) ∃ 29 3 1 3 38 0 1
針を (さがす) 25 ≧ 6 2 2 35 0 2
船を (作る) ≡30 喜 3 0 3 37 0 2
父が (負ける) ∃ 16】 ≡ 14 5 0 24 13 2
















89-80 ○▽○∇ ○▽ ●▼●▼●▼●▼●▼
79-70 ○∇○▽ ○▽/ ○∇ ○▼○▼ ●▼
69-60 ○▽ ○▽ ○▽ ○▽○∇ ●▽○∇ ○∇ ○*○∇/●▼ ●▼●▼
59-50 ○* ○∇ ○∇ ●▼ ⑳▽ ●▼
49-40 ○*/∇ ○▽ ○▽ ○▽ ○▽○▼ ○▽ ⑳▽ ●▼◎▼⑳▽○▼
39-30 <∇ ○▽ +. ⑳▽
29-20Hx-斌<* ○∇ <*○▽ ○▽ ○▽ ⑳▽ ○▽⑳▽
1 1 ▽
池 寡 美 脇 脇 脇 穴 阿 市 土 二重=.口 上 A 北 国 紘
∫E] 好 節 馬 馬 町 町 町 吹 演 場 成 節 板 Jn住 良 磨 茂
r海が｣ 鳩 える｣ 悶 ｢空が｣にLH-Lを使用
⑳ LL-H/LL-L W HLL
















トL l-1i L.聖 fH H-L H-H L-L
気が (長い) 2 32 1 1 1 38 0
身を (守る) 8 26 0 1 0 38 0
実が (なる) 17 18 ､0 1 1 38 0
蚊が (飛ぶ) 17 17 0 2 0 39 0
柄が (短い) l7 12 5 1 0 36 3
血が (出る) 23 ll 0 2 0 39 0
子が (泣く) 23 ll 0 2 0 39 0























89-80 ● ● ● ● ● ●
79-70 S e A:;-:義:I;㊨ ㊨ ● ㊨
69-60 N* :遍 Ii ㊨ ㊨ ㊨ ㊨/ ● ●
59-50 仁 i隻 ⑳ ㊨ ㊨ ㊨4 4 ● ● e
39-30 ● ●
29-20 ☆ ≡凍 三; 庸 妻… 凍 …妻…● ● ● ● ㊨ ●
19-10 ● ●
池 美 美 脇 脇 脇 穴 阿 市 土 i⊂⊃ 上 A 北 国 松
∫田 好 野 馬 渇 町 町l 町 吹 演 場 成 野 板 .なこし住 島 府 茂
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ては､①今回の調査文 (｢足を曲げる｣｢鍵を拾 う｣ ｢坂を登る｣)に起因する偶然の理由に




























































89-80 ◆ ◆ ◆ ド ⊇丈 主 ※瀧 ､
79-70i Il㊥ ㊨ ◆ ◎/∴◆ 暮ド ◆ ド( 仁 S * +6 6 ≡骨 ≡ ㊨ ㊨ ㊨ 三滝 …;≡ …藩 …圭一 +∴
59-50 ㊨ ◆ ◆ 栄 守
49-40 ㊨/◆ ㊨ ◆ ㊨ ◆ ◆ …藩 …… 妻ホ≡菜_ +i +
39-30 ㊨ ㊨ ドー Iト iド …暮 ◆ ◆ ◆2 2 ◎◇ ◆ ◆ ◆ ◆
19-10 ◆ 藩 i÷◆ ◆
池 寡 美 脇 脇 脇 穴 料 市 土 iE:ヨ 上 A 北 国 松
′田 好 節 局 局 町 町 町 吹 演 堰 成 節 板 .Zn佳 島 府 茂







79-70 ㊨ ◎令 ㊨/㊨ ㊨ 茸‡ ゞ ㌔ ∵
69-60 …藩…毒◎㊨ ㊨i ㊨ 確 言…㊨ ≡…庵 … ii毒妻… ■5 5 ㊨ 藩 ii藍 EJ
49-40 ◎/㊨ ㊨ ㊨ ㊨ ㊨ + ､.-i㊨ 守 .nqf3STxx ､モミL1 ㊨ +
39-30◎㊨ !∴ ‡ト iド ㊨ ㊨ さき⑳毒 ‡㊨ ㊨ ◇29-20 ㊨-C一つ㊨ ㊨ ㊨ ㊨ ㊨1 1 ㊨ ㊨ ㊨ ㊨
美 美 脇 市 国池 脇 脇 穴 阿 土 * 上 A 北 松
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一次機能 :認知的機能-カテゴリー 化の原理 (PriICiplesofcategorization)
一次機能に内在化する制約群-AからDの4つの制約が存在｡


















































いた上述の通 りである｡なお､第 3類の語のみ､ 2回読上げてもらっている (3.4節)0
蘇 (1958)や岸江 (2001)､山lj (2001)等で示されているように吉野川流域の類別語意
上における統合･分化の特徴については､徳島市側の1/2･3/4/5と池田市側の1･3/
2/4/5の特徴が確認される｡
また､平山 (1957)や森 (1958)によると､上述 した徳島市側の特徴は関西中央部の特
徴と同じ京阪式 Iに属し､池田市側の特徴は地理的に連続する観音寺市等の香川県側のい
わゆる讃岐式に共通に確認される特徴で京阪式Ⅳに所属するとされている｡
まず､徳島市側の京阪式 I (以下では徳島市式)と池田市側の京阪式Ⅳ (以下では池田







阿波町より東の第 1類 (HHli)と第 3類 (描,-L)が分化している地域と美馬町郡里より西
の両語類ともにHH+王で統合されている地域､そして接触地帯である穴吹町から脇町岩倉に







84-80 ★ ★ ★ ★ ★ ★
79-75 ★ ★ ★
74-70 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★
69-65 ★ ★/★ ★
64-60 ☆ ☆ ★ ☆ ☆ ★ ★ ★ ★
59-55 ㊨ ☆ ★ ㊨ ★ ☆
54-50 ★ I I I 岳 Il☆ Iー★ li l★ I l ☆4945 ◇ ★
44-40 ★ !☆ t★I F☆lI l☆I Il ★Ii ☆ I l★ I I lIi I☆[】 il 】☆!I ★ t★
39-35 ★
3 3
29-25 ☆ ○ ★ ☆ ○ ☆ ☆ l★ l★ I☆ l☆ ☆4 0 ★
19-15 ☆ ★ ☆ ◆
14-10 ㊨





84-80★ ★ ‡I★ e ● ㊨ I⑳7975I Il ☆ ☆ ★★ ㊨ Ⅰ⑳Iー iIt ㊨ ● e ㊨6 6 I ★i Il★ 1eI lI ●ーI ㊨/㊨ ㊨㊨5 5 ★ ㊨ ●
54-50 I il★ I It I I I Il★ Il I● t㊨ I1鎗 Il lIe JI Il lI㊨4945
44-40I l☆ t☆I l★ l★I I ★ーI il★ tI It● I I ●It i⑳ー ● iI3935 ㊨
34-30☆l◇It★ I‡l★ Il◇It★ Ii Ii ★ ● ㊨ Il Il⑳ Iー●l●i2925l★ l● ●I
19-15 ★ ● ● ●
14-10 ◇


































84-80 ● ● ● 鶴 ㊨ ●
79-75 ● ● ●
74-70 ● ● ● ● ● ● a
69-65l●!iI Ilit⑳ e ㊨/㊨Ii己⑳! ㊨ Il⑳4 0 ★ ㊨ ● ● ㊨ ● ● ㊨ Ii⑳∃l ㊨5 5 Il】!e Il】e lIiー★ ●I Ii!⑳ I一★ ⊇JiIe ㊨ ㊨ ●I書⑳i Ii⑳ら li⑳
49-45 ㊨ ㊨
4 4 】☆l i3 3
34-30★ ★
29-25 ● ● ★ ㊨ ㊨
24-20★ ○ ★ ○ ● ● ● ●
19-15 I I I iI l J★ Il● ー jI ![ i Ii⑳ tー㊨ iヨ iー li⑳ l4 0








のある並上が り型 (uHl)が確認 されたOなお､｢船を,空が｣に関しては美馬郡郡里以西








84-8(10 ○ 1 ☆ ☆○
79-75 ○ ☆ ○
74-70 lIlI 10i lOI l☆IIl llI lOI 1 ↓lI☆6965 ☆ 1/1
64-60 t◇li ☆ ○ ○ ○ l○ ☆ ☆ I I It☆ 】☆I ☆59-55IO l☆ ○ ☆5 5
49-45 1 ↓ ○ ☆ 1 (⊃ ☆
44-40 ○ ○ ☆ ☆ ○ ☆ 1
39-35 ○ ★ ↓ 1
34-3q★ ○
29-25 ↓ 1 ↓ 1 1
24-2d○ ㊨ ☆ ㊨ 1 1 1 1
19-15 1 市 1 ◇ ◇4ー 0 ○ 上





84-80☆ ↓ 1 ☆ ㊨ ☆
79-75 i i,㊨ 1
74-70 ☆ ↓ i ○ ○ ○ 1
69-65 ㊨ ㊨/○ ☆
64-60 ◇◇1 1 ㊨ ㊨ 1 i ㊨
59-55☆ @凍 ○ ● 1 1
54-50
49-45 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○
44-40 1 ☆ i 1 1 ↓ ↓
39-35 ↓ 1 ㊨ ●
34-30◇ ◇
29-25 ☆ ★.∫ ㊨ 1 ㊨
24-20 ㊨ ㊨ ☆ ㊨ ↓ ㊨ ㊨ ↓
19-15 ● 1◇ ◇
14-10 ◇
池 美渇町 美馬町 脇町 脇町 脇町 穴 阿演 市 土 吉野 上 藍住町 北島町 国府町 松皮町







84-80★ ◇ 1 ☆ ☆ ☆
79-75 ☆ ☆ 1
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69-65 i 1/☆ ☆
64-60 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆
59-55○ ☆ ☆ ☆ ☆ ★
54-50
49-45 ㊨ ㊨ ☆ ◇ ㊨ ☆ ☆
44-40 N ㊨ ◎ ㊨ ㊨ ◇㊨
39-35 ㊨ ☆ ㊨ ㊨
34-30 ⑳ ☆
29-25 ㊨ ㊨ ㊨ ㊨ 1
24-20㊨ ◇ ㊨ ㊨ ㊨ ㊨ ㊨ ㊨
19-15 ㊨ ㊨ ㊨ ㊨
14-10 美質町重清 脇 ㊨池 壷町 野町 美局町 脇町 脇町 穴 阿演町 市 土 吉野町 上 藍 北 国 松


















89-85It◇l Ii li◇ ●ーI I!ili l◇I ◇暮l1◇!4 0 llI i21 I暮↓ ◇◇7 7
74-70 1 ↓ ◇ 1◇↓ ◇
69-65 ☆ ◇′◇ ◇
64-60 ↓ A ↓ A i 1 ↓ 1 ◇i85955 1Ii 1 (⊃ ◇◇t●I
49-45 A i ◇◇◇◇ ◇
44-40Ii ↓ 1!↓‡ il き1‡ Il☆ Il !l↓‡i iil◇iiI1◇I ◇3935
34-30◇㊨ ◇ ‡iヨ⑳ 暮Iii iー◇!it1◇‡∃l◇iIl◇ i‡ー ◇ー!‡2925It …↓I ◇ ◇A ◇
9ー-15i 書き I】 l◇iI㊨ I IiiIi⊆l◇IJ◇liーⅠ…◇14 0
















89-85 - ㊨ 一 一 ☆
84-80★ l☆iI ★ー I★ ★ ★7975 ★ ★ ★ i ll 書☆☆ ★ ☆ ☆ ☆ T
69-65 I一★ i☆I】 Ii ☆ ☆/☆ ☆･4 0 ☆ ☆ ☆ ☆ーi妻 ☆ ☆ 8i き ☆5 5 ★i IⅠ 】i ⊇ ☆ ☆4 4 ☆ i ☆
44-40 ☆ ☆ ★ ☆ 量☆ 書 ☆ ☆
39-35 ★ i!☆l it★ iI★ ☆ ☆ ☆4 0★ iI☆ ☆2 2I一 ★ ☆∋ 萱妻☆‡ ∃i☆ 室 ‡ ☆
24-20 ○ ☆ ☆
1 1 ･蛋;-㌔
14-10 ☆ i市 書


















84-80Z☆I lOI 1I IlOI1☆ lI 1 ☆ 1 ☆7975 ○
74-70I l☆ ○ ○IlOtOI I育l○ ○ ○IO! 1 1I Il⑳ I6965 ○ 1/1l 1○ ↓
59-55○ ○ ○ ☆ 』 ☆
54-50
49-45 ○ ○ ☆ ! ☆ il☆ ○ ☆∃ ↓ 』 ☆ ☆44-40 ○ 1 A 13 3 ○ ○ 1
34-30○ ☆
29-25 ○ ○ ☆ 1☆
24-20○ ○ ○ ○ ☆☆ ☆ ☆
19-15 ☆ ☆☆ 1
14-10 I脇 ○ 市I土




89-85 良 1 ー
84-80 』 』 1☆ ↓☆
79-75 ○ 』 1
74-70 i ☆ 』 i11 1
69-65 ☆ I/1 1
64-60 1 』 』 』 』 ○ 1 1 1
59-55 』 』 ☆ ☆』 ☆
54-50
49-45 』 』 』 ☆☆ ☆ ☆
44-40 ☆ 』 』 』 1 1 』
39-35 』 』 』 1
34-30 』 1
29-25 』 』 』 1 』
24-20 』 ○ 』 △ 』 1 1 』
19-15 』 ↓ 』 1
14-10 ○
池 美局町 美馬町 脇町 脇 脇町 穴 阿演 市 土 吉野 上 轟E北 国府町 松茂町田 好 野 重 那 暮J石 町 江 吹 場 成 板 Jm住町 島
(凡例)O-LHH一日､☆-LLL-L､I-LLH-H､』-LLLH､A -LHH-L
l/1は同世代における個人間の回答状況を示す｡

































は､fパターン (1､ 2回目を通じてHLlJで発話)で安定しているのに対し､図 1に示さ




穴吹附 穴吹町 穴吹耶 穴吹附 脇恥江原 脇町江原 脇町江原 脇町江原 ､脇町脇 脇町脇
TK虹 78 KNは 62 woFE49 丁勘 25.sK細i89 KMt61-A叫 38 YKF喜lO yKM｢滞 ~EGF】 70
a(HH一日/HH一日) 6 22.2% 2 7_4% 725.-9% 1037.鶴 0 0.0% 10 37.0% 2 7.4%
f(HトL/HL-L) 5 18.5% 8 29r6% 8皇9.6% 622.2% 2 7.4% 3 日.1%
b(HH一日/HL-し) 0 0.0% 4 4ー.8% 3 11,1% 6衰2.2% 1 3.7% 1 3.7% 4 14_8% 0 0.0% 1 3.7% 0 0.0%
g(HL-L/lHJ1) 0 0.0% ー 3.7% 0 0.0% 3 日.1% 3_日.1% ー 3.7% ー 3.7% 1 3.7% 5 18.5%
k(LH-L/LH-し) 2 7.4% l 3.7% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0_0% 0 0_0% 8 29.6% 0 0_0% 0 0_0%
m(LH-L/HLi) 0 0.0% 1 3_7% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%/ 0 0.0% 13.7% 0 0ー0% 0 0_0%
a. ∴ LU ∴ 廿. ∵ 8/ 0 8.
a(HHH/HH-し)≡ LL L 0 0.0.0% 1 3.7,80 00% 0 0.0%1 37 0 0.OI缶0% 7 25_9%5 1臥5 1 3.77Bt _% 0 0_0.≠2 74% 0 0.Oreー 37% 1 3r7/甘0 0_0% 0 .0,83 日 一%
n(LH-L/HH-L) 0 0.0% 1 3.7% 0 0.0% 1 3.7% 2 7,鍋 ー 3_7% 0 0.0% 1 3.7% 0 0_0% 0 0.0%
p(HH-L/HH-L) 0 0_0% 0 0_0% 0 0.0% 0 0_0% 3 日.1㌔ 0 0.0% 0 0ー0% 0 0.0% 0 0,0% 0 0_0%
q(HH-し′HH一日) 0 0.0% 1 3_7% 0 0.0% 0 0_0% 1 3ー7% ー 3_7% ー 3_7% 0 0.0% 1 3_7% 0 0_0%
e(HH一日/LL一日) 0 0.0% 2 7.4% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% ー 3.7% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0rO%
W(LトH/HH一日) 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 3ー7% 0 0_0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 2 3_7% 0 0.0%
C(HH-H/'LH-L) 0 0,0% 0 0.0% 0 0.0% 1 3.7% 0 0_0% 0 0_0% 0 0_0% 2 7.4% 0 0_0% 0 0ー0%
h(HトL′LH-L) 0 0.0% 0 0.0% 0 0rO% 0 0ー0% 0 0.0% 0 0,0% 0 0.0% 4 14.8% 0 0.0% 0 0ー0%
その他のパター ン 3 日.1% 1 3_7% 0 0.0% 1 3ー7% 1 3.7% ー 3.7% 1 3ー7%
MKF】41 wT! 15 MNMt 79 lWf 62 ANF喜 57 MSF】 26 Y項 74 cMF】 60 sTF【43 sKFt 23
a(HH一日′HH一日) 9 33.3% 19 70.4% 18 66.7% 0 0.0%
6 22.2%:7 25,9% 4 14_8%~5 8ー.5% 3 日.1% 6 22.2% 3 1ー.1% 3 111% 3 11.1% 0 0.0%
b(HH-H′HトL) 3 日.1% ~4 14､8% 1 3_7% 1 _3.7% 1 3_7% 0 0_0% 0 0_0% 0 0_0% 2 7_4% 2 7.4%
k(LH-L/LH-L) 0 0.0% 1 3_7% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0,0% 0 0,0%
m(LH-L/HLi) 0 0.0% 0 0_0% 0 0_0% 0 0_0% 0 0_0% 0 0_0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0_0% 8 29.6%
a(HHHパ1日-L) 0 0.0% 0 0.0% ー 3_7% 2 7.4% 0 0.0% 0 0.0% 0 0,0% 1 3.7% 0 0_0% 0 0_0%
(HLL/HH-L) 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0_0%
n(LH-L/HH-L) 0 0_0% 0 0.0% 0 0_0% 0 0ー0% 0 0_0% 0 0_0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0_0% 0 0_0%
p(HH-L/HH-L) 0 0ー0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 3_7% 0 0_0% 0 0_0%
q(HH-L/HH一日) 0 0.0% 0 0_0% 2 7ー4% 0 0_0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 3.7% 0 0.0%
e(HH-H/LトH) 0 0.0% 0 0_0% 0 0.0% ー 3_7% 0 0_0% 0 0_0% 0 0_0% 0 0_0% 0 0_0% 0 0.0%
W(LトH/HH-H) ー 3_7% 0 0.0% 0 0ー0% 3 11.1% 0 0.0% 0 0,0% 2 7.4% 0 0_0% 0 0_0% 0 0_0%
C(HH一日/LH-し) 0 0_0% 2 7.4% 0 0ー0% 0 0_0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 3.7%
h(HLi/LH-L) 0 0ー0% 0 0.0% 0 0_0% 0 0_0% 0 0_0% 0 0.0% 0 0_0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0_0%
その他のパター ン 0 0.0% 0 0.0% 0 0_0% 1 3ー7% 0 0_0% 0 0_0% 0 0_0% 0 0_0% 0 0_0% 2 7ー4%
(tに) 縦･lTかU)`l(川卜汁/川=1)を例に挙げると､左が1回口､もが2irJiRの各blL･み lこげ鴨に確認され/Jエアクセン ト7Fitlを指す〔色Iは 鮎は､i[】I答 された





①回答の拡散性が強い人 書 6 50.0% 1 12,5%
②a(H-H/日日一日)が優勢な人 3 25,0% 6 75.0%
③f(HトL/HL-L)が優勢な人 2 16.7% 0 0.0%











































































84-80+.* ★ ● ● ● ●
79-75 ★ ★ ◇
74-70 ◇ ★ ◇.★ ★ ● ● ●
69-65 ● ●/● ●
64-60 ★ ★ ★★ ★ ◇ ◇ ● ●
59-55 ● ◇ ● ● ● ●一◇
54-50
49-45 ★ ● ● ● ● ●,◇ ●
44-40 ◇.☆ ★ ◇ ◇ ● ● ●
39-35 ◇,☆ ◇ ● ●.◇
34-30◇,☆ ●
29-25 ◇,☆ ●.★ ● ● ●
24-20◇.杏 ◇ ◇,杏 ★ ● ● ● ●
19-15 ● ● ● ●
14-10 ★





















84-80 ★ ★ ● ● ● ●
79-75 ★ ★ ★
74-70 ☆ ㊨ ● ㊨ e ● ●
69-65 ● ●/● ●
64-60 ★ ㊨ ★ ★ ★,● ● ★ ㊨ ●
59-55 ★ ★ ● ●● ●
54-50
49-45 ★ ● ● ● ● ● ●
44-40 ★ ☆ ★ ★ ● ● ●
39-35 ★ ★ ㊨ ●
34-30 ★ ●
29-25 ★ ● ★ ● ●
24-20 ★ ◇I ★I ◇ ⊇ 一一★Il● ● 1●I ●i [●iI● I●1915
14-10 ◇








84-800.i ○ ★ ☆ ★ ★
79-75 ★ ★ ★
74-70 ○ ○ ★ ★ ★ ★ ★
69-65 ● ☆/☆ ★
64-80 ○ ● ★ ー★I ★ ★ ○ ○l★I Il Ii ★5955 ○ ★ ★ O.杏
54-50
49-45 ★ ★ O,☆ ★ ★ ★ ☆
44-40 ○ ○ 0,i l☆I ○ Ii ○ ★ Ii I一 ★ ☆I ○ l☆3935 隻 I毛 lo～ tI ★
29-25 O.㊨.☆i● l★[ I lO事 ★ It★ ★ ★ Ii4 0 ○ ○ ●◆★ ★ ★
19-15 O,☆ ★ ★ 0
14-10 ★



















89-85 ★ ● ★
84-80★ ★ ★ ★ ★ ★
79-75 ★ ★ ★
74-70 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★
69-65 ★ ★/★ ★
64-60 ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★
59-55★ ★ ★ ★ ★ ★
54-50
49-45 ★ ★ ☆ ★ ★ ★ ★
44-40I It★ ★I 】☆i ★ ★l Il★ Il★ Iー I ★ ★ ★3935
34-30☆ ★
29-25Il★IlOt★I It★t一〇 ★I I I ★ーI ★ ti★ I★I★ I★I★4 0
19-15 ★ ★ ★ ★
14-10 ○










































































田式 (表8)の1･3/2と東京式 (表 9)の1/2･3は､対応関係にない｡つまり､










































































アクセ ン ト型知覚のデー タ入力作業は､朝 日祥之 と高木千慮によるO また､アクセ ン ト
の聞き取 り結果の入力に際 しては､王 嘉瞳､李 慶鐘､お よび王 文齢の協力を得た｡
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